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結果だけでなく途中の式と説明も書くこと。

正の実数 ε > 0, δ > 0と複素数 v, w ∈ Cを用いて非摂動ハミルトニアン Ĥ0と摂動項 V̂ を
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
と定義する。Ĥ0の固有状態 |n⟩0（n = 1, 2, 3）を
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とする。n = 1, 2, 3に対し、非摂動ハミルトニアンの固有エネルギーE

(0)
n 、1次および 2次の摂動に

よるエネルギーのずれE
(1)
n およびE

(2)
n は
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で与えられる。次の問に答えよ。

1. Ĥ0の固有エネルギーE
(0)
1 , E

(0)
2 , E

(0)
3 を求め、基底状態（エネルギーが最低の状態）がどれか

答えよ。

2. 1次の摂動によるエネルギーのずれE
(1)
1 , E

(1)
2 , E
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3 を求めよ。

3. 2次の摂動によるエネルギーのずれ E
(2)
1 , E

(2)
2 , E
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3 を求め、基底状態に対する 2次の摂動が 0

または負であることを確認せよ。

講義についての質問や、ご意見ご要望があれば末尾に書いてください。


